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療養病棟の看護師と看護補助

障害者病棟の呼吸器入浴

定期コーナー 療養病棟作品

のぞみ



13：30 多職種カンファレンス

私達は専門職として質の高い看護を提供するために

多職種と協働し、チーム医療の充実を



療養病棟作品

「
う
ち
の
親
も
看
護
師
で
し
た
。
だ
か
ら
人
の
役
に
立
て
る
仕
事
が
し
た
い
。
」

「
日
々
の
業
務
は
忙
し
く
て
大
変
。
で
も
患
者
さ
ん
と
過
ご
す
時
間
が
と
て
も
大
切
。
」

小
さ
な
こ
と
に
も
気
付
け
る
看
護
を
目
指
し
て―
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各
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思
い
思
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工
夫
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を
演
じ
ま
し
た

外来診療予定カレンダー
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看護師
8：40 オムツ交換と清拭

体位変換

8：30 出勤 申し送り

伝票、検体や検査結果や書類、
薬剤を運ぶ仕事です。
必要な場所に必要なものを届け
る病院業務に欠かせない仕事で
す。

9：00 メッセンジャー業務

10：00 経管栄養前水準備

自分の口から食事をとれなく
なった患者さんにチューブを
通して栄養を胃まで届けます。
栄養を注入する前に胃の動きを
良くするために水を注入する
準備をします。

食事前になると栄養科からお茶
が届きます。患者さんのお部屋
を周り、お茶を入れていきます。
時間の許す範囲内ではあります
が、患者さんとお話していきま
す。

10：30 配茶

11：00 メッセンジャー業務

12：00 食事介助と下膳

12：30 休憩

13：30 カンファレンス

16：30 配茶

15：00 オムツ交換、体位変換

14：00 メッセンジャー業務

17：00 メッセンジャー業務

17：15 退勤

1DAY SCHEDULE
看護補助

17：15 退勤

17：00 電子カルテに入力

16：30 夜勤者への申し送り

16：00 点滴施行 吸引

15：00 オムツ交換

14：00 再検

患者さんの診療、ケアの方針を
共有するための話し合いを毎日
行います。

13：30 カンファレンス

12：00 食事介助と下膳

11：00 血糖測定

「脈拍」「呼吸」「体温」
「血圧」「意識レベル」
の確認をし、カルテに入力。

患者さんとの会話のやり取りか
ら想いや訴えを聞き逃さず、
表情からも読み取ってケアに活
かします。

オムツ交換し、蒸しタオルで
身体を拭きます。

9：30 バイタルサインチェック
点滴施行

8：40 オムツ交換と清拭

8：30 出勤 申し送り

12：30 休憩

バイタルサインを再度、
有症時は確認します。

私
達
が
働
く
療
養
病
棟
で
は
床
ず
れ
の

予
防
や
寝
た
き
り
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
合
併
症
（
筋
力
低
下
、
静
脈
血

栓
、
体
重
減
少
、
尿
路
結
石
、
鬱
等
）

の
予
防
、
ケ
ア
を
中
心
に
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

検
査
、
手
術
が
必
要
な
患
者
さ
ん
、
肺

炎
、
感
染
症
な
ど
集
中
的
に
治
療
が
必

要
な
時
期
か
ら
症
状
が
安
定
し
て
き
た

患
者
さ
ん
達
に
手
厚
い
ケ
ア
を
提
供
し

ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
同
士
が
協
力
し
、
日
々
安
心

安
全
な
療
養
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

欠
か
せ
ん
ま
せ
ん
」

※個人情報・写真について、本人の同意を得て使用しています。

食事の時間を楽しく過ごせるよ
うに会話をしながら対応してい
ます。介助が必要な患者さんに
は体勢を整え、トロミ剤を使用
してむせないように気をつけて
います。



患者さんを守る障害者病棟の呼吸器入浴

入浴後
1．人口呼吸器の動作確認

2. 搬送用呼吸器からフィルターを外し接続部を
アルコール消毒、人工呼吸器の回路に戻します
（右図参照）

3. 看護師２名で人工呼吸器の読み合わせ
を行い、患者さんに正しく人工呼吸が
行われているか確認し接続する

入浴前
1．入浴の可否を担当看護師に確認

2. 入浴の準備

感染症や床ずれの有無で順番を決め、
痰の多い患者さんは先に吸引をします

3.   搬送用の呼吸器への切替

4.   患者さんに声掛けをし搬送

5. 介助者３名で移乗用スライダーで
ストレッチャーに移乗

入浴中
1．患者さんの状態を見ながら入浴

2. 気管切開部にタオルを当てて水に濡れ
ないようにする

首回りは手を滑り込ませながら洗い流し、
タオルで拭き取ります

3. お湯の温度を確認し、足元からて全身
全身を洗う

4. 入浴中にシーツ交換、新しいオムツの
準備をおこなう

看
護
師
が
主
に
人
工
呼
吸
器
の
管
理
を

行
い
、
看
護
補
助
が
入
浴
介
助
を
行
い

ま
す
。

特
に
人
工
呼
吸
器
装
着
中
の
患
者
さ
ん

に
は
、
動
脈
血
酸
素
飽
和
度
と
脈
拍
を

機
械
で
測
定
す
る
等
、
安
全
に
留
意
し

て
い
ま
す
。

入
浴
の
効
果
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
の

変
化
を
感
じ
ま
す
。
寝
て
ば
か
り
だ
と

全
て
の
臓
器
や
機
能
も
寝
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、
血
流
が
良
く
な
る
と
細
胞

も
活
性
化
し
ま
す
。

問
い
か
け
等
、
あ
ま
り
反
応
の
な
い
患

者
さ
ん
が
お
風
呂
か
ら
あ
が
る
と
笑
顔

が
見
ら
れ
た
り
、
私
達
職
員
の
癒
や
し

に
も
な
り
ま
す
。

「
一
人
一
人
に
あ
っ
た

良
質
な
ケ
ア
を
目
指
し
て…

」


